


日本雪氷学会北海道支部規約

第 1条 本支部は日本雪氷学会北海道支部 と称 し、事務所を和幌にお 〈。
第 2条  本支部は日本雪氷学会定款第 4条の目的を達成する為に下記の事業を行 う。
1 雪氷わよび寒冷に関する調査及び研究。
2 雪氷わよび寒冷に関する研究会、講演会、座談会、見学会の開催。
3 その他本支部の目的達成に必要な事為

第 3条 本支部の会員は北海道地方在住の日本雪氷学会正会員、団体会員、賛助会員および名誉会員 と
する。

第 4条 本支部に次の役員をお く。
支 部 長  1名

支部理事  若千名 (内支部地方理事若干名を含む )
支部監査  2 名
支部幹事  若千名 (内幹事長 1名 )

第 5条  支部長、支部理事および支部監査は支部総会にわいて支部会員の中から選任する。
第 6条  支部幹事 (幹事長を含む )は支部会員のうちから支部長が委嘱する。
第 7条 支部長は本支部を代表 しその会務 を総理する。
第 8条  支部理事は、支郡理事会を組織 し重要な事項を決議する。

支部理事会の議長は支部長 とする。

第 9条  支部監査は支部の会計を監査する。
第 10条 支部幹事は支部幹事会を組織 し、支部長の指示を受けて、会務並びに会計を処理する。
第 11条  役員の任期は 1ケ年 とする。ただ し再任を妨げない。
第 12条  本支部に刷問をかくことができる。
第 13条  顧間は必要に応じて本支部の指導にあたる。顧間は理事会の議決を経て支部長がこれを委嘱す

る。

第 14条  本支部は毎年 1回定期総会を開 〈外必要に応じ臨時総会を開 く。
第 15条 総会にわいては下記事項の承認を受けなければならない。
1 会務並びに会計の報告
2 新年度の事撲方針
3 役員の決定
4 規約の変更
5 その他重要な事項

第 16条  本支部の経費は下記の収入によってこれをまかなう。
1 本部よりの交附金
2 寄附金その他

第 17条  本支部の事業年度は毎年 4月 より翌年 3月 までとする。

附  則 本規約は昭和 34年 5月 18日 よ夕施行する。
昭和 53年 6月 8日改正



支 部 長 挨 拶

若 濱 五 郎

去る 6月 4日 の支部総会で、昨年に引続 き支部長を仰せつか り、その責任の重 さを

肩に感 じております。微力ではあ りますが、支部のために尽 くす所存です。会員各位

の御協力をお願い致 します。

昨年度は研究発表会、講演会、北見市での談話会等が行われましたが、北網圏北見

文化センター、北見工業大学等地元の方々、北方圏センター、札幌市青少年科学館を

はじめ、会員の皆様方の大 きなお力添えをいただき、お陰様で盛会裡に終ることがで

きました。厚 く御礼申し上げます。

さて、雪氷学会の目的は「雪氷学の進歩をはか り、併せて関連する技術の発展 と生

活の向上及び産業の発展に寄与すること」 と定款にうたわれておりますが、雪氷の研

究や情報に関する社会か らの要請は近年益々高まってお ります。北海道におきまして

もスノー トピア、フユ トピア等、雪 との調和・共存を図ろうとする計画が進められて

お ります。また、都市の除排雪など雪処理の効率化、地吹雪対策等、いわゆる克雪
に

関することは勿論のこと、最近は更に一歩進んで雪氷寒冷を積極的に利用、活用 しよ

うとする研究が盛んになって参 りました。利活雪時代の到来です。

北陸地方では利活雪に関するキャンペーンや シンポジウ
ムが盛んに行われてお りま

す。今年 2月 設立 された東北支部でも、雪氷の応用研究や雪利用の研究に大変熱心で

あるときいてお ります。北海道においても我々支部が中核 となって、雪氷の基礎研究

を進めるのは勿論のこと、その応用、技術の開発・向上、さらに利活雪にも取 り組ん

で行かねばと存じます。

そのためには先ず研究の仲間をふやさなければと思います。いろいろな機会に我
々

支部の活動をPRし 、個人会員、賛助会員、新たに倉1設 された特別会員等、会員の増

強につとめるよう、会員各位の御協力をお願いする次第であります。有難 うございま

した。
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支 部 長 の交 代 に あた り

木 下 誠 一

昭和60年 6月 の支部総会において、支部長が私から若濱五郎 さんに代わ りました。

ふ りかえってみます と、昭和52年か ら8年間という思いがけず長い間支部長をつとめ

させていただきました。この間支部会員皆様の御協力で、なん とか曲が りな りにも支

部活動を進めることが出来ました。理事・ 監査・顧問・幹事の役員の方々には、支部

活動の企画立案に積極的に参画いただきました。特に推進役であ りました歴代の幹事

長 (昭 52-竹 内政夫氏、昭53-54、 秋田谷英次氏、昭55-56小 林大二氏、昭57-59、

堀口薫氏)に は大変お世話をいただきました。厚 くお礼申し上げる次第です。

雪氷学会北海道支部は、毎年、総会、研究発表会、講演会、談話会、講習会 と、予

算の少ないのにもかかわらず、多 くの行事を企画しています。私の支部長時代にも、

その都度盛会に行事を終えることが出来たと思 っています。特に札幌以外の地方で開

かれた談話会 (旭川 4回 、紋別・釧路・岩見沢各 1回 )の 開催にあたっては、地方の

方に献身的なお世話をいただきました。北海道特有の寒冷現象について、意欲的な意

見・討論があ り、非常に意義深いものがあったと思います。

特に思い出深いこととして、私の支部長時代、昭和55年 には全国大会、昭和59年に

は国際雪氷学 シンポジウム (IOS)が 本L幌で開かれたことです。支部会員皆様の並

々ならぬ骨折 りの結果、非常な成功をおさめることが出来ました。 日本の雪氷学の発

祥の地である北海道 として、全国的に、又世界的に、その実力を示 したと思います。

他にもなつかしい思い出が沢山あ ります。 ともか く、支部会員皆様の御協力で、な

んとか、支部長職を全 うすることが出来ました。ここに厚 く感謝の意を表 しますとと

もに、日本雪氷学会北海道支部の益々の発展を祈念 して、筆をおきます。
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昭和 61年度研究発表会講演要旨

日 時 : 昭和 61年 6月 4日 (水 )
場 所 : Jヒ大百年記念会館、大会議室

研究発表会プログラム

13:40～ 15:10    座長 河村俊行
1.イ ングス支流 BEIS RIVERに おける融雪流出機構 I
小林大三 (北大低温研)

M.R.Bhutiyani,NoMohan Rao(SASE INDIA)
2.貯水池結氷板の温度と熱応力
川地 悟 (北見工大大学院)、 佐渡公明、中尾隆志 (北見工大)

3.タ ンチョウ鶴のねぐらとしての不凍水面

東海林明雄 (北教大)

4.オ ホーツク海の数値海氷モデル

佐藤清富 (札幌管区気象台)

5.道路防雪林造成への提案 (1)
一苗木の伸長量の予測について一

斉藤新一郎 (道立林業試験場)

6.道路防雪林造成への提案 (2)
―適期をはずれた季節における土つき苗木の植栽について―

斉藤新一郎 (道立林業試験場)

15:20～ 16:50    座長 石本敬志
7.新潟県能生町柵口で発生した表層雪崩について

西村浩一、前野紀一 (北大低温研)

小林俊一 (新潟大)

8.模型雪崩実験による雪氷混相流の内部構造の研究
西村浩一、成瀬廉二、前野紀一 (北大低温研)

9.建物周辺の吹きだまり性状について

苫米地 司、遠藤明久 (道工大)
10.地ふぶき跡の航空写真による冬期強風の面的調査

小林大二 (北大低温研)

H.防 風堆雪柵による表土の凍結防止とその波及効果
東 二郎、清水 収 (北大農)
藤原滉一郎、笹 賀一郎 (北大演習林)

12.道路雪氷の消耗過程と雪質調査 (序報)

成瀬廉二、石川信敬、西村浩一、竹井 厳、
村上茂樹、前野紀一 (北大低温研)
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っ ぅ }ヽゑ 人ぇ支ぜ″L董 乙記 夕に

`ぅ
ょう″日1■ 前日が あ ♭ツ含け ょ瀬 (く

″り.期 瀦晰 ),う曖八ら′″崚】卜の向、妙 _Z卜ん 灰千のJヒ Zヽ伏
｀
鱗 D癖 妥陵―瑕激 ンそヽの鰊 し(て 、豪仏資,多′む;こ夕t

林 b日 に―笈す3ミ kズ軒 ,■‐邦医A泣 セ々株 外 よゝシ 湾2ぃoヵの着kl・・弗オ捕 )rれ卜ら日

の麺 前孝子のA拠柩下せいゎ〈シく二 3・・月日12L卜め,1.偽じぐ2ミさ)の次 いカム′林私リガ

キの

"nふ
(代 |,ぁぅしあi材則ウ向け¨ ム琺きあキえに辟,て

、っヽ |ヽ=1●及仏 の一え砲笙ト

芳sた、、■しのし(マ歿1にう。このヒ]、ア
'東

シこの来島ムリの方夫』ムモ|ア、′ktじ

趨 セ〃ヤ衆場 。差t欠ぃてJき 弧 ら.π為 `凝
低久及 ι笙 t`kふ 卜4● 5共■ 10′′

気泣 のな 千た め,■場治L裡′ l'人手放塾七千ぁぅ.

コたのテ3′へり、リヒ千□み諄して■得 らヘト浜塾竜L求めらギけ力吸4涎 鰻■
t(■

往 =―災″●の 一」そ.3き―一一一ω
セ7ぅ。う■、人ィ子

'オ

κ。板塁tt●し(ス

ρ,一 ―こな θt十 /′ノ ーーーーーの
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オホーツクカの教値力氷モデル

後藤 着奮 (沐L幌省区気象台 )

オホーックカカ永Jム の多節変イとを家植モデ′しによって魚現 す
=こ
とを試みた。モデ

・

ル●力挙と熱力挙の風過程 t含む.
1 モデルの検 以
カネの遺全力は 颯ぶびカメくり″森た力とコッォリの力のベランスによって生ず6速
度場 E力永 の内吝♭駈航 力 tを束 して求 め た.内部磁 力 のみ ソ薇 〕,は、室 度場 L牧人
があ,た場合 永痺 `=長

“
列して達友葬び′1、 きくなsと 1)ぅ

"1単

なる式ぞ及 ッλなた。
~た 力水の有しk過程 Ⅲ 厚 き勤れの表乃水 t´消,に 妥玄pして結米点以下とな,t
とさ力永が生扱され3tの とし 羨,水との々ヽ交換 ,ょを ぇな、,。 ま仁 カネ。あミ捩は、
カネと績書の2ル の&尊 幸t油ルの中n植

「
と,て 一多モデルとし、熱平衡るたま

芝解くことによ,マ 坂繰 風蝉婢量 t末め卜。さら′ 力米との熱淡埃 |二 ょ341面碑
の4ち JR t'阜 入した。

この他にオホーツクカでの色孝4暑キとして
カイたによ3著米Kバ熱の輸五効果

`」

争λした。

カラたの津l北扱うのみ■モデ |し
「
省ひ その東西

分布喀■図のとおり,絃店によgチ、.黛つ。
」大上の目動 Rび以1民 「棧解によ6メ0早 営1姜
度の諄泊交イこを″口～夕月

「
わた ,マ 計」肇した。

タイムステッ7・ は3日 n、 鵜子ハ嬌喀結約 霞1・

ぞ ナホーック協の地形 嗜直方形 (ル ゃ月形 )
に早幣Lイ
`き“
た。

タト
=β

〃|イ午としての気杉泉1ら素`月千
す旬ィ首を海や

して用 1,t‐ .孝 た 初麹木温ろ布、す束色方向に
―濠 とした。

2´ 計髯結果

3■ 1日 の着氷う布』図 2に 示す.計算結果
はな駐差|イ直とななり京くぶ緯 しており 凰示し薇
1)が4節変化も大きな査り喀絆 1).力流っ燃輪
送の効果を取 ソ旅くと 力永う布の東西方向゛
ユントラスト

`ど
なソ弱まソ、姉 送の宣卑さ

お示さ八た。

ιoし 気象なグカ茅のデ~夕 に朱矩な書分
がみ )ヽ現状では計算結果乞そ緩す6● は寺ざ多
くの不十夕さかちソ 今後のア~夕 の吹集 毛
デルの政等、な植央厳 .績

"奮
薇が

“

卑でぁ3. 図2 カ永基 の分布 (3月 ■日 )

―
:=動 の永縁

″″″ :な■ヵl植 のメく寵象

物　　ω
―/0

/43[ だ2こ

力流 (綸 北坂う,の 東凸う布)図 1
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撻鋤容防理墓淋磁ヨ成への瑞輩無(1)

苗人のイ申長量の子瀾」ltつ t)て

欄 一ウラζJじ毎勘 淋辞争試賜 )

生きた材料

`樹

木 )Z ttt'る 工事て・lま′材料の伸長量の予力|バ不可矢の要素て'あ ク′
これを〈して′よ「生きtの工法」の発混 左望むこと″ヽ'てγきな().こ れまでのil_路防墜

林ヒ成で1ま ′太苗～若木の種付けパイテわれてきて′あまり断 パよく多い″ヾ
′
′効果の

フP時静現ιギめ在ことのに″`に,効果左形現する」での苗木の伸彙量の予測パ不0員 て'

あ,た しとも,そ の1因 と考えうれる。生きた材料の耀かグイ申長量子plバィきぅ7う

ぱ′フア時効果はこれまで丘クにク聖無 にゆだねてお t)て ′ノθ年後〈)()ι 防雪林●ケ

呆発現 D子期とみ
`じ
ぼよt)′ ぃ )う しとにびる.それて"′ 予定地の周Lに 存在する樹

木ι予測のEl夕 こずる3と ′提栄ι′その1勿 ι示してみろ。

今回′族頓711地方におけろ道路ク璧林盤成計画 対́ して,ア カエゾマツ多中に`に′
苗木の伸長量左予測 してみたが, その根拠 としんのぼ′造城ルロした存在ァろ天然生

林および人工本の樹木の伸長量であるζ表―

1)。 これ )|す ′ル月に天然生ホ ,国有方風」休′
こ襲木′古秒丘天然生林′κ有防風沐 ′隊也

防雪フ人7どの秘主のレ処あ機の構成芳て
″あり,

十分イク聖効果ιιつもの″ヽ′効果左を現し

つつあうものぞある._L壌条件げ′良幻́ とぼ
いえでい状態て'あ る.

目-11ま ′ァカェソ
″マッ植栽木の付峙な量五′

衣階および芽μ鞠首から訪みと'た しので
″
あう。

旭栽後数年の伸長量 )よ小ざ〈′猫雪ラ繁五扱け

出してがウ|よ″帆↓の年伸長量を示して t'ろ

しとがわかる.向後|ま′年他雄′′θ年でク%
Й夕)イ申長量が予想される.

以上の実ηl″ う`ノク雪林樹種の初期生長の

者移則〃t'じ 子コlι してみなものパ′表-1え

示される.立比環境千地孝え方法ヵヽシみて,
選り械予定し´おけるぢ本のイ申長量は, これぅ
硼%上の場汗のイや長量よ,大 きい|ま ずて

゛
ある。

十分び地再えζ群水′計 ラん′客ェブと
・),

上つき首木 ζ地上高
"年
)′ 訪雪料の設置,

十分を保育作業
`ど
バえ行されるクタぱフア

カエン"マ ツι主体 とする動 雪林 |ま′ノ0年

後にぼ吉ざバθれ並ズ えびり′防雪珊″ベ
フ

て′訪雪効果ι発現するにうが t'7`)。 その

上″Jと して′図
二2′種稽方法 ζ2令 式の711

施え)と /ο年後の予想ι示す。

7060504000201Ъ

図-1 アカエゾマツの伸長量の測定

宗谷支庁による海岸防風ホ )

(浜顔
=U町
山軽 ;

k- d fr 202il

ll
50

―- 8 -



表-1 アカエゾマツ,エ ゾマツおよび トドマツの伸長量 (実測,推測ないし予測 ;浜懺別地域 )

場  所 林の種類   土 買 樹  種 文献
オン トキ タイ 天然生林  新砂丘砂 ,火山 一―

_            灰層の介在   _

アカエツマツ 休 縁)  0 (10) ∞  803 340/40暉  斎藤・東 ,1971
トドマツ (林内)    0  20  60 100  4∞ /∞年

知 福    国有防風林 古砂丘砂 (一部分 ,耕うん)エ ツマツ (最高 )
トドマツ(//)

30  70(2∞ )(3311) ―    斎藤 ,1968
∞  75(210)(3501  -

屋敷林 (   // (30)(70)(180)(290)6∞ /27年  斎藤・小原 ,1978
(30)(70)(180)(280) 4∞ /20F

天然生林 アカエゾマツ ―  (20)(70)(150) 750/50年  本研究
山  軽 民有防風林   ク アカエゾマツ

トドマツ

盛 り床 30  51  156 (332)  一
30  59 144(3t15)  一

国鉄天北線  鉄道防雪林  泥炭湿地    り1水  盛 り床   エゾマツ       (30)(60)(125)(2∞ ) 6∞ /34年  奥山 ,1966
国道 238号  道路防雪林  粘土丘 陵    耕 うん 。排水・   アカエゾマツキ    (50 125 250 4∞   550/20年)本研究

(50 l 15 23s 380 s3o,/2o+)
()内は ,推測ないし予測樹高 , ●十分な地ごしらえ,土つき大苗 ,十分な草刈 り,ほ かを前提条件とする・

曰甲曜ン鐘(1lL澤 :
Ｏ

Ｏ

●

∞∞∞∞ο。∞

猜

°
「
°°

::

言
|

∞̈∞∞∞∞
』

一

２

３

？

リ

リ

，
，
，
，
ｃ

薔

、２
２
っ
，
リ

●

‘
Ｃ
，
↑
０

ｆ

ど

」

マヽ
ー

３

図 -2 道 路 防雪 林 の植 栽 方法 お よ び 10年 後 の生 長予 想 (浜領 別地 域 )

参考丈献

五十嵐桓大 遠嘉財謎りまハ′ノアχ 道夫自動車迫凡幌～岩見天Fen防萱林管理言ヤ島策た
調査研究報告ま ノ0`7ら 曰本道路伏団いι幌建設局/紐)迫路緑ィし1詮協会.

中頓別菅ホ署,ノ %3.中頓明J営赫 防雌 成事業ιこっt)ての成雛 .家帝林 ,

ρ
`:2ノ

∂～23′′ 力已)|1営商 .

奥山 4魔 ノ%` 大北ア水足造林μ対する~矛驀.7"っ 旭メ1鉄道管巧 第1回営未
物 究猪 料 .

斎藤新一軒′ノ′″ オホ~ツ タ海沿伴夕災磁 記.北見林友′ノク/:7～ 2ο .

東 三戻,,ノ 77/.夭 Jと地方における
'群
滲鷹 の火山所 と天然林減上の

関係.北太/‐

‐
r林課′″:″′～クタ/.

1顕義1召′ノアタ′.ノホーツク機時 北静に″ける歴敷木の構成につl)て .

北林嚇 ,1′″
:2≠ 2～ 24“ .

′ノ7み.道路ク雪本の現た その改た方法につt)て .北海この空氷′争
:

/3.

0? rl rn mi

§ ::

ハ 1爪 ρn M ρη
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縫卸各夕層議林雌彗械への提茉 (2)

適期と|まずれた季節における土っき苗水の植栽 1=つ 1)て

論 ―シ,(Jじ毎直土林畔場鎌糞場)

これまでの直島夕報 成の試み|ま′造風技術的な大苗～若木Z植栽する方式が主
,たでぁったバ'′ それうの成績はた好と|ま 1)んγ`,状アである。その原因として′晩秋
～初ふの准イ寸けと′ ぃうじうしt′ 歳系の切請めとパあげ

.う
れる。

甘水のラ自寸けの1出調は′裸れ方式の場合に′早春ユ豫られる。休1発γ開葉初期のノ
雪解け直後が壺晏朝事のである。この′二かの季節で感′夏准え′秋旭え′初ふ腫えびど

があるパ′示植えI,比較すぅと′首木の初縁
'～
輸進～旭イ寸|ナ の時間的ク制約バ大き

t)し , 夕雪スリ裁て“あフて′二朝彰断静パにとんど
'夕 いことバ前提条′牛と夕ろ.こ のこと

|ま′准1種矛lた ,表一土
`t示
される。

表 -1 樹木の生長暦と苗木 (裸根)植付けの適期 (北海遭中央部 )

季  節
月

旬

冬

1   2   3     4
上 中 下

5       6       7
上 中 下 上 中 下 上 中 下

8         9        10        11      12

上 中 下 上 中 下 上 中 下 上 中 下

気 象  積雪

降鶏

樹 種
トドマツ

休  眠 生  長 休  眠

春植 え 夏植 え (■床書 え ) 秋植 え 初冬植 え (根雪 直前 )

アカエゾマツ

グイマツFl

落 葉
シラカンパ

次に′大苗～若木ι植裁すろ′
'P席

台ウど

綬系ιt/7詰めてしようζ図-1).こ れ |ぎ
じる方式と|ま′似てオれクろものて

″
あう。切

細相パ絶対的に不足してι)て ′地上季とん

苗畑ないし造林地                               |
大薔ないし若木

地上局  2-32
濠歓

|

さえいえラ方式 |ま′李節
`ク

タ問題
"上
に′

′数算がけて潔理しじ′和根をFに 発注さ

諸め)れた根系|ま′水‐栄春分五吸取すう

下キがt)す じうし(ア ンバランスに字フて
嚇  t)ろ かり′たとんふ種んされたと防・さく しても,蒸散に見4>う 7K分左補驚)
ずることが不可能て'あ る。

これうを3鰭するためには′ナし
上予ιバランスのとれた比下予の

ままの′上つき苗ι植イ寸|ナ ぅこと

バ肝手て'あ る。十分グ量の_L・ 根

系複合体であれば′が7'大きび
薔水乏準実に若着させることがて

・

きるし′種付 :ナ時期の制約枷 ′ウ

じぅし(緩和される.
季節をあま,門わずに,サイズ
もあろ程度望みのものと濯ンすけで

強制 脱水

御取り

運 搬

植付け

-

図-1 これまでの若木植付け (造園方式)と その小さすきる根鉢

-10-
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苗  畑

大苗 (∞～10∝め

を 1～数年前に 移植する

強

“

鵬水

1防風・

‖防●さく
‖
‖

|´ 寒乾風

図-2 十 分 な土 ・根 系 を も つ コ ンテ ナ植 付 け (生 きも の工 法 )

きる――これが土木工法にマツチじ

た
r■
きもの工法」である.

欧米講日でIま′裸薇苗水の施付け

よう′上つき苗木 ζ緯ット・コンテ

す方式 )の種イi17バ盛んどプつてt'

づ。たねまき～育笛～遅投●直付け

とt')●連の技術体系におt)て ′晨
■1産 も乾燥のた倹にさらすことが'

享
`)が
うてし ろ.

わパEIElて
″
も′威木左彩腫する際に

は′かつて′凍上方式パ採用されて

t)● .冬ケト′ェ・根系複合体Z柔
結させ′上ι募とすことび〈′地上

澤と比下汗のノヽ
'ラ ンスι係す′休眠

朝卜杉植したので'あ つた。

熟象

|

コンテナに

入れる

連 薇
植付け

→

支持力・

吸収力が

十分な

根系

図-2の コンァナ種イ寸:す方式 1ま′筆オパ様 すらものである。たとえば
'′ 曇 高バ

ノン統の大苗左種イ寸けた 'ヽ場合にlま′力鏡上方のコンテ方Zつ く
'′

 1～数年前に苗
水ι入れてお〈のて'ある.こ の例で|ま′水・末春分ι吸収すう細ルの量は十分て

"あ
,′

比上汗と支んうに十分′殺系パぁつて′木ん木さんほとんど
“不要である.た だし,寒

乾風 対́して′植付け後しば,く の間に防風柵ιl達子とする。

これまて'の種付け方式は,図一上のように′淮着パ困難て
″あり,着着したとしても

生長パきわめて鈍 (〉 /11向 にあり′じ″ヽも下枝が朽上,やすt).他方′図-2の よ)/3′
本稿のコンテナ方式|ま′土木機械の使用どうマッチして,そ全・ア世実て

メあ,′ 初期生

長量もえさく′下寂の布上りも早く柳 .ヽ

み考 文献

五十歳桓太 縣 基直ほか,ノ九% 道夫自動車通嚇ι幌～着兄天間″萱沐管獣 』策定
調査研究報告吉.ノ Oι″_ 日本道路公団オと幌達錫 /に)雙盤綺イと保全移会.

斎棒莉―夕,,ノア″ 防雪林こ″`ねた道路樹の施威につ1)て 。雪水′わ:ノア/～ /アタ.
,ノ 7′ア.移動夕

"め

粥年の試み.北方林業,J′ :Z争う～2ク

′ノ
'∂

′¬仁内市サラヤトマナイの国道_4ο 号絶・ おける防跡 の選配
"増
交

(1).S,ホt, 43:ノ′ノ～ノイ.

′ /アみ .道路坊雪沐の現状 とその改良方法たつ
()て .北滋謝室の質氷′4

/J.

CAYFORレ ′」.H′ /'夕 2. Cο7Lta17Lerヤιaれ七,7t■  S/Strezδ  'π ごanida. Tbreδ
サッ  ごにrοたIιιe′

ダ:23夕～2イ (斎藤新一汗訳′ノ
'あ

.カ ナダた診けうポツト・コンテナ墨勁私 手

吉己ノ子′′.,,こ発月を)
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新潟県能生町柵口で発生した表層雪崩について

西村浩一 。前野紀一 (北大低温研 )。 フト林俊

1986年 1月 26日 23時 頃、新潟県西顎域郡能生町にある権

現岳 (標高 1,108m、 図 1参照)の頂上付近で発生した大規
模な表層雪崩は、ふもとの棚口地区において民家H戸が全

半壊、 13名の死者を出すという大惨事をひきおこした。事

故発生後、新潟大積雪地域災害研究センターを中心に富山

大、長岡高専、山形大、北大による研究班が組織され現地

調査および資料解析がおこなわれた。今回は、雪崩の概要

と発生時の気象についてのみ簡単に報告する。

〔気象〕

当地では冬型の気圧配置となつた 1月 21日 から雪崩の発

生した26日 を tま さんで27日 まで雪が ぃ′

降 り続いた。このうち、23日 から27

日について能生アメダス地点 (図 1)「
C｀

での 1時間毎の気象変化の状況を図

2に示す。 1月 26日 tま 14時から19時

まで弱風下で集中的に降雪があり、 
にり|

田麦平 (図 1参照)で は75cmの 降雪
が記録された。その後雪が止むと次

第に風が強 くなり、23時 から24時 に

かけで最大に達 していることから、

図 1 .雪崩発生地点と
気象観波J点の位置

/ノ

ヘ、
ヽ

:峯菫]T誓陽彙重認事冒量2霞ξ
¨
ll

た可能性もある。また、田麦平の気

象データを解析 した結果によると、権現岳の斜面上の積雪

は、ほとんど圧密されずに降 り積つた力学的に極めて不安

定な状態にあったことが推定された。この状況が、上に述

べた強風による直接的あるいは間接的刺激を受けて大規模

な表層雪崩を誘起 したものと考えられる。

〔デブリの観漬J結果〕

図 3は 、雪崩発生の 4日 後に、柵口地区で行った積雪断

面観頭1の結果である。 1月 20日 以降の雪は図中に )印で示

した1.83mよ り上部に対応する。デブリ層の厚さは約 0。 5m、

平均密度は295kg/m3で 下の積雪層よりわずかに大きい程度

であった。このようにデブリ層がうすく密度が小さい様子

は、他の19地点での断面観Jll結果においても同様であった。

また、デプリ層の中には、しばしば数cmか ら数10Cmの 大き

さの雪塊が観測された。

g&

Gs.;r )

193

295

280

431

-3 -2 -l Q

小林俊一 (新潟大 )

--,-/l
D€pth ol Snow Cover

図 2.雪崩発生時の気象変化

図 3 。積雪断面観瀬1結果
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模型雪崩実験による雪氷混相流の内部構造の研究

西村浩一・成瀬廉二 。前野紀― (北大低温研 )

運動状態にある雪崩のメカニズムとその性質を調べることを目的として、図 1に示
すような模型雪崩実験装置を低温室内に作製した。流動化した雪は約30° 傾いた樋上

で加速され、 6～ 7m/sに達した後に、底面に摩擦の大きい布もしくは雪を敷いた水平
な樋上を200～ 250cm滑走して停止、堆積する。この水平な樋の部分で、雪氷粒子の速

度、空間密度、風速、衝撃力等のJJ定 が行われた。ここでは、主に速度と空間密度の

潰」定結果について紹介する。

高速ビデオおよびスチール写真によると、雪氷混相流は 2層構造をもつことがわか
る。以後、下層の粒子密度の大きい層を流れ層、その上の密度の小さい層を雪煙り層

と呼ぶ。

〈空間密度) 混相流の中に平行電極 (2x5cm)を 設置して電気容量を』J定 し、底
面からの高さ0～ 2 cm、 2.5～ 4.5cm、 5～ 7 cmの平均的な雪粒子の空間密度分布を求
めた結果を図 2に示す。なお、
このときの流れ層の厚さは、

高速ビデオの画像から約 2 cm

であることが、確かめられた。

したがつて、図 2か ら、流れ

層内の密度は約250～ 350kg/
m。 、雪煙り層では約40～ 100k

g/meで あり、いずれも水平樋
上での滑走距離 (x)の増大とともに増加していることがわかる。
(粒子速度の鉛直分布) 高速ビデオの画像解析から混相流内の雪粒子速度の鉛直分
布を求めた結果を図 3に示す。強い速度勾配は、底面からの高さが l cm以下の部分に
のみ存在し、これより上方の流れ層 (1～ 2 5cm)で は速度はほぼ一定である。一方、
雪煙り層内 (2.5cmよ り上部)で の速度は流れ層内に比べて 6

やや低下している。 また、流れ層内の速度分布に対して 5
流体モデル (ニ ュートン流体、ビンガム流体、ダイラント 5
流体、乱流)を 適用した結果についても報告する。

[7

6

54

0

4

0

望ヨ

2

:

0

50     1oo oCNSITY 300   5oo k9′
m。

図 2.雪粒子の空間密度

123456
VELOCITY     m′ s

図3雪 粒子の速度分布

■ ■-23n_

図 1.実験装置の概略図
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建  物  周  辺  の  吹  き  だ  ま  り 性  松  そこ つ  い  て

SD ‐  SDs/SD8 (1)

花 川 団 地 に お け る 吹 き だ

0苫 米 地   司  ‐ 遠 藤   明 久

く ヨヒ t苺  ユは ‐  鰤出 ク`  今■ >

北 海 道 内 で は 、 建 物 周 辺 の 吹 き だ ま り が 冬 期 間 の 大 き な 居 住 障

害 と な る 。 し か し 、 現 状 て は 、 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状
に 関 す る 設 計 資 料 が 不 十 分

な た め 、 建 物 の 設 計 段 階 で 十 分 に 検 討 さ れ て い な い 。
こ の よ う な こ と か ら 、 本 研 究 て

は 、 模 型 雪 を 用 い た 風 桐 実 験 て 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 を 検 討
し よ う と す る も の で

あ る 。 そ の 第 1段 階 と し て 、 本 報 で は 、 札 幌 市 郊 外 の 花 川 団 地 5階 建 住 棟 配 置 に お け

る 建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 の 既 往 の 実 Jl調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果
を 対 比 し 、 本

研 究 の 妥 当 性 お よ び 実 験 結 果 の 適 応 範 囲 を 検 討 し た 。

2 研 究 手 法 1)実 験 手 法  実 験 は 、 模 型 雪 に 活 性 自 土 を 用 い 、 北 海 道 工 業 大

学 粉 体 専 用 小 型 風 洞 装 置 で 花 川 団 地 の 冬 期 間 主 風 向 西 北 西 を 想 定 し
、 実 施 し た 。 風 洞

の 運 転 時 間 は 、 後 記 の 測 定 方 法 が 可 能 と な る 1時 間 と し た 。 同 団 地 の 住 棟 配 置 換 型 は

縮 尺 1/500を 想 定 し 、 パ ル サ 材 て 作 製 し た 。 風 洞 内 風 速 は 、 20、 50、 60m/sの 3段 階

で 実 施 し た 。 2)測 定 方 法 と 吹 き だ ま り係 数  建 物 周 辺 の 吹 き た ま り性 状 は 、

モ ア レ カ メ ラ 装 置 で 淵 定 し 、 模 型 の 前 後 に 設 置 し た 地 上 想 定 板 上 の 積 雪 深 (SD8)と 比

較 し た 。 屋 外 で の 実 測 調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果 と の 対 比 は 、 式 (1)に 示 す 吹 き

た ま り係 数 の 分 布 て 行 っ た 。

1 は じ め に

4 ま と め

こ こ に 、 SD:吹 き た ま り係 数 、 SDs:吹 き だ ま り (吹 き 払 い )高 、 SD8:周 辺

環 境 の 影 響 が 少 な い 地 点 の 地 上 積 雪 深 を 示 す 。 な お 、花 川 団 地 SD8:100C口 、 風 洞 模

型 実 験 SD8:4ロ ロで あ る 。
3 屋 外 実 渕 調 査 結 果 と 風 洞 模 型 実 験 結 果 と の 対 比
ま り性 状 の 実 濃 調 査 は 、 北 海 道 大 学 低 温 科 学 研 究 所 に よ り 、 昭 和 52年 1月 か ら 2月 に

か け て 実 施 さ れ て い る 。 吹 ふ き の 発 生 は 風 連 の 強 Jgに 大 き く影 響 を 受 け る と さ れ て い

る が 、 同 団 地 近 郊 で 観 測 さ れ た 風 速 と 吹 ぶ き 量 の 関 係 を み る と 、 風 遠 70～ 10■ /S程 度

の 範 囲 で 吹 ふ き 量 が 著 し く多 い 。 同 団 地 に お け る 吹 き た ま り は 、 前 述 の 風 速 で 形 成 さ

れ て い る と 考 え ら れ る 。  こ の よ う な 気 象 条 件 下 で 形 成 さ れ た 同 団 地 の 吹 き だ ま り性

状 〈 2月 23日 の 実 Jl調 査 結 果 )を 風 洞 実 験 で 検 討 す る と 、 風 洞 内 風 速 60日 /Sで 近 似 し

た 吹 き た ま り性 状 を 現 出 す る 。 図 1
に 、 両 者 の 吹 き た ま り性 漱 の 対 比 を 示

す 。 図 の よ う に 、 吹 き た ま り の 最 も 多

い 部 位 (A、 A・ 部 位 )や 吹 き た ま り の 尾
根 の 形 成 位 置 が 近 似 す る 。

本 実 験 結 果 に よ れ

ば 、 自 然 条 件 下 に お け る 風 遠 70～ 10
日/Sで 形 成 さ れ る 吹 き だ ま り性 状 は 、

模 型 雪 を 用 い た 風 洞 実 験 で 近 似 的 に 再

現 が 可 能 で あ る 。 今 後 、 自 然 条 件 下 に

お け る 吹 ぶ き 量 と 風 洞 内 の 吹 ぶ き 量 と

の 対 応 等 を 詳 綱 に 検 討 す る こ と に よ り

建 築 物 の 設 計 段 階 で 冬 期 間 の 居 住 障 害

と な る 建 物 周 辺 の 吹 き だ ま り性 状 の 検

討 が 可 能 と 考 え る 。 な お 、 講 演 て は 、

2、 3の 配 置 形 状 の 吹 き だ ま り性 状 と

建 物 の 設 計 段 階 で 吹 き た ま り を 考 慮 し

た 実 施 例 を 報 告 し て い る 。 _ 時 牛

"ョ
科学研究所実詢撼栞

国 1 屋外口奎結果と風洞模型実験結果との対比

ii) q!,Il rEBS
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道路雪氷の消耗過程と雪質調査 (序報 )

成瀬廉二・ 石川信敬 。西村浩一 。

竹井 巌・ 村上茂樹・前野紀一
(北大低温科学研究所 )

[ま えがき]道 路上の積雪は、自動
車の走行による圧密、削はく、汚染、タ

イヤからの伝達熱等の影響により、自然

積雪と比べて消耗過程、構造、物理的性

質などが大きく異なる。発表者等は、雪

氷路面の管理対策のための基礎研究とし

て、道路雪氷の調査や実験を始めた。こ

こでは、道路雪氷の消耗過程に関する予

備調査の結果について報告する。

[調査方法コ マI月1市大麻沢町の道路
に定点を設け、1986年 2月 25日 から26日
にかけて、日射量、気温、路面形態、ア

ルベ ド、雪,E、 熱流量、雪氷の内部構造、

密度、および交通量の観よJを 行った。

[調査結果]道 路横断方向の表面形
態を図 1に示す。あまり顕著でなまないが、

車のわたちが形成されたことが分る。交

通量は、朝の通勤時には毎時320台 、日中

は30～ 60台であった。

図 2に 日射量、アルベド、気温、表面
温度、雪氷深変化を示す。25日 13時頃ま

でti、 間欠的に降雪と地ふぶきが発生し

た。同日は融雪は起こらず、雪氷深の時

間変動は新積雪、圧密、削はくによる雪

の移動の結果と考えられる。

26日 は正午頃から融雪が盛んに生した。

アルベ ドは、降雪直後の083か ら、車の
走行による汚染と雪氷面が濡れることの

影響により約0.35ま で低下した。このよ

うに短時間にアルベ ドが急激に低下する

ことが道路雪氷の特徴の一つであると言

える。アルベ ドの低下により路面の融雪

は著しく促進される。気温が 0℃ に近い
時は顕熱は無視でき、道路雪氷の融雪速

度は吸収日射量と車からの伝達熱に支配

されることが示唆された。

図 1.道路横断方向に沿う表面形態

25                       26 Febrory

図 2.日 射量、路面アルベド、気温、

表面温度、雪氷深の時間変化

●̈
●́
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昭 和 60年 度 事 業 報 告

60.6.5   支部総会・研究発表会 (北大百年記念館)
(1)支 部 総 会 (13:00～ 13:30)

(2)研究発表会 (13:40～ 16:30) 発表件数 10件  62名
(3)機関紙

｀
北海道の雪氷

″
第 4号発行

(4)第 1回理・幹事会 (北大クラーク会館)      24名

60。 9.19   講演会 (北大低温研)                56名
共催 :北大低温研

「 どか雪研究の諸問題」 中峠 哲朗 氏 (福井大学)
コメンテーター 若濱五郎・菊地勝弘

60。 9.19   第 2回幹事会 (北大低温研)             11名

60.12.19   第 2回理事会 (北大クラーク会館)          17名

61。 1,H   雪と氷の観察会 (札幌市青少年科学館)        101名
主 催 :本L幌市青少年科学館
後 援 :日 本雪氷学会北海道支部

61.2.4   第 3回幹事会 (北大低温研)              8名

61。 2.14   地方談話会 (北網圏北見文化センター)        133名
共 催 :日 本雪氷学会北海道支部

北網圏北見文化センター

北方圏センター

テーマ :寒 さと暮らし

(1) 
｀
冬を着る

″

札幌消費者協会  森田佐和子 氏
(2)｀寒さと健康

″

北見工業大学   瀧口 正隆 氏
(3)｀雪と氷の世界

″

北大低温研    若濱 五郎 氏

61,4.H   第 4回幹事会 (北大低温研)             lo名

61.4.18   第 3回理事会 (北大クラーク会館)          18名
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収 入

支 出

雪 氷学 会北 海 道 支部昭 和 60年 度 会計報 告

実収 入   519,199

費 用 予算 額 決 算額 増 減差

94.289
430.000

0

0

94.289
415.000
7.700
2.210

５

７

２

△
0

000
700
210

合  計 524.289 519.199 △   5.090

費  用 項  目 予 算額 決算額 増減 差

事 業 費 △
〓
△
不
△
´
拝ロ

表

　

話

発

発

演

談

誌

究

　

方

関

研

講

地

機

30.000
50.000
180.000
110.000

22.900
23.890
139,450
106.550

７

６

０

３

２

４

100
110
550
450

小  計 370.000 292.790 77.210

会議 責 △
ム
△
ム
事幹

総

理
30.000
70,000

24.070
61.210

5.930
8.790

小  計 100,000 85,280 14.720

事 務 費 50,000 24.650 25.350

予 備費 4.289 9.000 △ 4.711

総 合計 524.289 411,720 107.479
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昭和61年度支部事業計画 。会議計画

1.事業計画 (案 )
1)研究発表会 昭和61年6月 4日 (北大百年記念会館)
2)機 関 誌  「北海道の雪氷」第5号発行・・ 。昭和61年 7月
3)講 演 会 ・ … 2回
4)地方談話会  ・・・ 1回

2.会議計画 (案 )
1)総   会 昭和61年6月 4日 (北大百年記念会館)
2)理・幹事会 ・・ 。3-4回
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雪 氷学 会北 海道 支部昭和 61年 度 会計計画

収 入の部

支 出の部

貴 目 前年度 予算 (決 算 ) 61年 度 予 算

前 年 度 繰 越金

本 部 交付 金

出版物 等売 上げ

預 金 利 子

94.289
415.000
7.700
2.210

107.479
415.000

0

0

△
ロ 言十 519,199 522.479

費  目 項 目 61年 度 予算 備  考

事 業 費 △
＾
△́

△
〓
年”

表

話

発

演

発

談

誌

究

方

関

講

研

地

機

50,000
30,000
180、 000
110.000

回

回

回

回

２
一

言十 370.000

会 議 貴 △
〓
勢幹

総

理

30.000
50.000

1 回

3-4回

小   計 80.000

事務 貴 50.000

予備 貴 22.479

合  計 522,479
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支部長

理 事
若濱 五郎
荒井  徹
石井 幸男
石塚 正年

井上  昇
遠藤 明久
大野 武敏
大橋 康次
大屋 満雄
小野 延雄
勝田 義孝
木下 誠一
洪  悦郎
小嶋  修
佐伯  浩
佐々木晴美

佐藤 直一
佐藤 良助
竹内 政夫

中  精一
中村 裕史
早川 和夫
林   脩

堀内  数
松野 幸森
柳浦 嘉紀
山岡  勲
山崎 正博
渡辺 竹男

昭和61年度 日本雪氷学会北海道支部役員

北海道大学教授 。低温科学研究所  716‐21H内 5470
札幌市青少年科学館長      892‐ 5001
日本気象協会北海道本部参与    621‐ 2456
(株 )地崎工業常務取締役     511‐ 81H
北海道支社長

旭川市市長公室長

北海道工業大学名誉教授

北見工業大学教授

北電興業 く株 )常務顧問
北海道土木部長

北海道大学教授 。低温科学研究所

札幌市建設局長

北海道大学教授 。低温科学研究所

北海道大学教授 。工学部

札幌管区気象台技術部長

北海道大学教授 。工学部

北海道開発技術センター専務理事

北方圏センター事務局長

日本道路公団札幌建設局長

北海道開発局土木試験所応用理化学

研究室室長

北海道農業試験場農業物理部長

道立寒地建築研究所第二研究部長

北海学国大学教授 。工学部

北海道開発コンサルタン ト道路設計

部長

北海道工業大学教授

北海道電力 (株 )技術研究所長
北海道電力 く株 )工務部長
北海学田大学教授 。工学部

国鉄北海道総局施設部長

北海道開発局営繕部長

0166- 26 - 1l I I

7 4t - 1467

01572- 4-7786

261 - 1476

25t-5277 fi2751
?16-2lll Fl548l
2l I - 2500

716-2lt I 615489

716-21I I r16238
6r I -6121

716-21I I Ft6184

271-3028

221-7840

241-9181

841-llll FI294

851-9141

621-421r
561-291I
851 -9221

68t -2161 FI255
881-6435
251-llll
561 -291I

711-llll fi525
231- l l5l
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監 査  大友
久保

幹事長  前野
会計幹事 藤吉
庶務幹事 成田
幹 事  石本

金田

玄長

桜井

佐藤

本名

高橋

竹田

蝦沢

原

藤村

官田

地区幹事 高橋 修平
土谷富士夫

顧 問  真井 耕象

勲  北海道電力 〈株)土木計画課長
宏  北海道開発局土木試験所研究調整官
紀一  北海道大学低温科学研究所
康志  北海道大学低温科学研究所
英器  北海道大学低温科学研究所
敬志  北海道開発局土木試験所応用理化学

研究室

安弘  日本気象協会北海道本部調査部
道和  日本電信電話 〈株)北海道総支社
修次  北海学国大学・ 工学部
清富  札幌管区気象台予報課
一夫  日本道路公団札幌建設局
庸哉  札幌市青少年科学館
英治  旭川市市長公室企画課
陽悦  北海道電力 く株 )土木計画課
文宏  北海道開発技術センター

幸七郎 北海道開発調整部北方日調査室
明  北海道農業試験場農業気象研究室
施設部

北見工業大学一般教育等 (自 然 )

帯広畜産大学農業工学科

北海道大学名誉教授

251‐ 1111 '可 3620

841-1111

716‐ 2Hl内 5474
716-2111 'ヽ 6888

716‐ 2111 '15487

841-1111 'ヽ 294

621-2456

212-4383

561-2911

611-6121

241‐ 9181 'ヽ 522

892-5001

0166‐ 26‐ 1111 'ヽ 206

251-1111 口ヽ3621

271‐ 3028

231-4Hl内 2413
851-9141 'ヽ 234

01572-4‐ 7786

0155-48‐ 5111 '1290

0138‐ 55‐ 1509
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― 情報コーナーー

雪氷学会北海道支部の役割

北海道開発局土木試験所

石 本 敬 志

新年度の支部総会も終 り、支部も新年度の一歩を踏み出しました。ある日、支部幹

事会の折、支部事業を充実させる方策が話題になりました。その時、支部の役割とし

て次のような機能を持てたら賛助会員も増 え、支部の存在価値も高くなると思ったこ

とがあります。

それは、学会支部に基礎から応用まで含めた雪氷関係の情報センター的機能を持た

せることです。情報交換の機会は今でも各種研究発表会、大学や研究機関の刊行物、

学会誌などがあります。しかし雪氷関係の調査の中には、国や公社公団、地方自治体

や企業などが、特定の事業遂行の過程で実施するものがあり、これらの成果は報告書

としてまとめられ一部の関係者の眼に触れるだけの物も多くあります。そのような事

情で、同じ調査を過去の経緯を知らずに繰 り返す危険もあります。

そこで学会支部が各種報告書等に関する情報を集め、研究発表等の情報とあわせて、

学会員の問合わせに答えられるようになると、支部の存在価値を高められると考えま

す。各分野の会員から広 く情報を集め、それらを体系化して、会員にフィードバック

する事で会員も増えるような気がします。

稿を進めているうちに、雪氷と無縁ではあり得ない開発局の職員として、各種防雪

工法の機能や信頼度、施行例などについて、自分の職場でデータベースをつ くり、現

場技術者からの問合わせに、より機敏に答えたいものだと感じてきました。当土木試

験所でも光ディスクに技術情報をファイルし始めており、学会支部が情報センターと

して動き始めたら協力できるようになるはずです。

思いつきで、学会支部が情報センターになるとは、いくら楽天家の私でも考えませ

んが、事業の必要性が煮つまれば、スタッフも含めた必要な体制は会員の知恵で何と

かなるのではないでしょうか。
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「 北海道の雪氷」は、今号から総会終了後に刊行することになりまし

た。本紙を通じて、道内の会員の情報交換が活発に行われることを希

望して、情報コーナーを設けました。

各地のユニークな企画、催し、施設、研究等、数多くの情報が寄せら

れることを願っております。

北海道の雪氷

昭和 61年 7月 28

昭和 61年 7月 31

日本雪氷学会北海道支部

札幌市1し区北 19条西 8丁目
北海道大学低温科学研究所内

TEL 011-716-2111

和幌市中央区北 3条東 6丁目
興  亜  堂
TEL 231-0381El

編  集  後

刷

行

印

発




